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KnownStyleNoLife.com: 議論活動を利用してアノテーションを行うファッ
ション画像共有サイト
KnownStyleNoLife.com: A Fashion Photo Sharing Site Harnessing discussion activity for image
annotations

遠山 敏章 小西 克巳 ∗

Summary. 近年，インターネットの普及により膨大な量のファッション画像がウェブ上に蓄積され，
ファッション画像を介して活発な議論がブログやソーシャルネットワークサービスで行なわれている．しか
し，ファッションの抽象的な表現を用いたバーバルディスカッションは時間がかかり，誤解も生じやすい．
一方で，ファッション画像内のトレンドアイテムの認識といった，意味的なメタデータの収集は困難な問題
である．本研究ではウェブ上でのファッション画像を介した議論活動に着目し，議論活動を通してユーザー
が画像へのアノテーションを行なうファッション画像共有サイト KnownStyleNoLife を提案する．本サイト
は議論を円滑にする機能を提供し，ユーザーは機能を通して意識せずにアノテーションを行い，ファッショ
ン画像に関する情報を効率良く収集する．

1 はじめに

ウェブ上のヒューマンパワーを有効利用すること
で，コンピューターでは困難なタスクを処理する試
みが注目を集めている．Peekaboom [1]ではオンラ
インゲームという娯楽を提供することで，オンライ
ンユーザーのヒューマンパワーを集め，コンピュー
タでは解決困難なコンピュータービジョンのタスク
を処理することに成功した．
本研究ではウェブ上でのファッション画像を介し

た議論活動に着目し，議論活動を通してユーザーが
画像へのアノテーションを行なうファッション画像
共有サイト KnownStyleNoLife（以下，KSNL）を
提案する．KSNLではソーシャルバリューを提供す
ることで，ユーザーにアノテーションを行うインセ
ンティブを与える．具体的には，円滑な議論を実現
する機能を提供し，ユーザーはこの機能を使うこと
でファッション画像を介した議論を行う．これらの
機能は画像へのアノテーションも同時に行ない，メ
タデータの収集を実現する．本研究では集められた
メタデータを用いてファッショントレンドの可視化
の実現を目指す．

2 ファッション画像のメタデータ

ファッショントレンドに関する情報を集めるため
には，画像内の流行のアイテムやスタイルだけでな
く，画像間の関連についてのメタデータも集める必
要がある．ファッションに関するメタデータを収集

Copyright is held by the author(s).
∗ Toshiaki Toyama , 工学院大学大学院工学研究科情報学
専攻, Katsumi Konishi, 情報学部コンピュータ科学科

するにあたって，ファッション画像特有の考慮すべ
き点が三つある．

一つ目は，ファッションは流行のアイテムやスタ
イルの人気が常に変化し，時間の経過と共に画像の
解釈が変化する点である．そして，個々のトレンド
は独立して生じるというよりは，互いに影響を与え
ながら新しいトレンドが生まれる．一つの流行のス
タイルもいずれかは時代遅れになるため，その人気
の変化を把握しなければならない．よって，必要な
メタデータは流行のアイテムやスタイルのラベルと
画像内でのロケーションだけでなく，個々のオブジェ
クトの人気の移り変わりに関するメタデータを収集
する必要がある．

二つ目は，画像を言葉で描写したテキストによる
アノテーションは多くの情報を失うという点である．
人間は画像から視覚的に多くの情報を取得する．抽
象的なファッションを言葉で描写する作業は時間が
かかるだけでなく，描写されたテキストは実際に得
られた情報のほんの一部に過ぎない．よって，画像
のアノテーションは言葉を用いずに，視覚的な画像
のメタデータが望ましい．

三つ目はファッション画像の解釈は人によって変化
するという点である．流行のアイテムやスタイルの
認識は基本的に画像のラベリングとオブジェクト認
識である．しかしながら，画像の解釈は文化的環境
や個人の趣向によって大きく異なる．よって，ファッ
ション画像のアノテーションには多くの主観が含ま
れる．
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図 1. フォトページ.

3 KnownStyleNoLife: 基本的な機能

KnownStyleNoLife（以下，KSNL）はファッショ
ン画像，主に，ストリートスナップ 1の共有サイトで
ある．ストリートスナップとは街にいるお洒落な人
を撮影した写真のことで，ユーザーはサイトに画像
をアップロード，又は外部サイトから投稿する．投
稿された画像は画像ごとにフォトページ（図 1）が
割り当てられ，議論を行なう．KSNLは画像を介し
た議論を円滑にする為に三つの機能を提供する．

3.1 投票機能

投票機能はソーシャルニュースサイトのDigg.com
の投票機能を参考にした機能で，ユーザーが気に入っ
た画像に投票することができる．ユーザーは人気の
画像が表示されるポピュラーページ（図 2）と投稿さ
れて間もない画像が表示されるアップカミングペー
ジを閲覧できる．KSNL に投稿された画像はまず
アップカミングページに表示され，得票数が一定の
数に達するとポピュラーページに移動する．
投票機能によって得られるメタデータはファッショ

ンという観点からの画像の人気の度合いである．ユー
ザーはお洒落なモデルや流行のスタイルといった画
像を応援するといった動機で投票を行う．

3.2 画像の引用機能

画像の引用機能ではユーザーは関連した画像をコ
メント欄で引用することができる．図 1では左上に
表示されている画像に対して，コメント欄で関連し
た画像を引用している．画像を引用することで，ユー
ザーは直感的に相手の意図を理解でき，議論を円滑
に進めることができる．例えば，ビジネススーツの
画像について議論している場合は，ビジネススーツ
を着た画像の引用が考えられる．
画像の引用機能によって得られるメタデータは画

像間の関連である．この関連は着ている服やその色
といった視覚的な関連からヒップホップ系やビジネ
スマンのスタイルといった意味的な関連の両方が含
まれる．

1 The Sartorialist: http://thesartorialist.blogspot.com

図 2. ポピュラーページ．

3.3 フィーチャーアイテム

フィーチャーアイテムの機能ではユーザーは注目
しているアイテムを四角で囲い，アイテムの名前を
タグをつけることで視覚的に明示することができる
（図 1）．フィーチャーアイテムによって視覚的に注
目されているアイテムを一覧表示することで，ユー
ザーは直感的に注目されているものを理解すること
ができる．
フィーチャーアイテムを利用するモチベーション

は関心の明示である．ユーザーは画像を投稿する時，
「人気のバッグを持っている」や「素敵なコーディネー
トをしている」といった，画像を投稿するなんらかの
理由があるはずである．ユーザーはこれらの理由に
該当するアイテムを視覚的に明示することで，他の
ユーザーの注目を集める事ができる．フィーチャー
アイテムによって得られるメタデータはアイテムを
囲んだ四角の座標とその四角の中に含まれるアイテ
ムの名前である．

4 まとめ

本研究ではウェブ上での議論活動に着目し，画像
を介した議論を円滑にする機能を通してユーザーが
画像へのアノテーションを行なうファッション画像
共有サイト KnownStyleNoLife を提案した．これ
らの機能の使用は同時に画像へのアノテーションを
行い，様々なメタデータを収集する．KSNLにより
ファッション画像の円滑な議論を可能にするととも
に, 効率よく情報を収集することが可能になった．
今後は集められたメタデータの質について研究し，
ファッショントレンドを可視化するアプリケーショ
ンの実装を行う．
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